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戦略立案メソドロジ入門 ○ ○ ６時間 １日間 (01)-4

経営企画入門 ○ ○ ６時間 １日間 (01)-8

ＩＴ要素技術基礎 ○ ○ ６０時間 ３日間 (07)-7

(07)　ＩＳ導入

セキュリティ設計基礎 ○ ○ １２時間 ３日間 (14)-5

(14)　セキュリティ

ＩＴプランニング基礎 ○ ○ ○ ６時間 ３日間 (03)-11

(03)　ＩＴ基盤

内部統制（概論） ○ １日間 (16)-4

(16)　システム監査

システム監査基礎 ○ ○ ３日間 (16)-6

(16)　システム監査

プロジェクトマネジメント基礎 ○ ○ ２日間 (05)-4

(05)　プロマネ

プログラムマネジメント ○ ○ ３日間 (04)-5

(04)　ＩＳ戦略マネジ

戦略立案メソドロジ基礎 ○ ○ ６時間 ２日間 (01)-5

ＩＳ戦略メソドロジ基礎 ○ ５日間 (01)-6

経営企画基礎 ○ ○ ５日間 (01)-9

アーキテクチャの考え方 ○ ○ ２日間 (03)-4

(03)　ＩＴ基盤

業務プロセスのモデリング手法 ○ １日間 (06)-5

(06&08)　ＩＳ企画

モニタリング手法 ○ １日間 (04)-4

(04)　ＩＳ戦略マネジ

ＩＳ戦略メソドロジ上級 ○ ○ ３日間 (01)-7

経営企画上級 ○ ○ ２日間 (01)-10

事業継続計画 ○ ○ ○ １２時間 ２日間 (15-02)-4

(15-02)　共通業務_事業継続計画

オペレーションズ・マネジメント概論 ○ ２日間 (01)-11

インダストリアプリケーション動向 ○ １日間 (06)-7

(06&08)　ＩＳ企画

最新技術動向 ○ １日間 (03)-14

(03)　ＩＴ基盤
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	コース名

研修コースの内容
	戦略立案メソドロジ入門


	講座分類
	■入門講座　□基礎講座　□上級講座　□特別講座

	コースのねらい
	当コースでは、戦略・企画活動全般に必要なメソドロジに関する知識の修得を目的とする。

· 当コースは、情報を収集する手法について学習する。また収集した情報を、戦略立案のために整理・分析し、問題点・課題の抽出を行うための基礎的な知識と考え方を学習する。



	受講対象者
	　事業戦略、ＩＳ戦略、ＩＴ企画等、戦略立案と評価の概要を理解したい者

	研修方法
	　講義およびｅラーニング

	研修期間
	　前半：標準日数　１日（クラスルーム）、後半：標準時間　６時間（ｅラーニング　６時間×１日間）

	スキル修得目標
	戦略立案のために必要な各種メソドロジを理解し、使いこなすことができる。

必要な情報を収集し、課題を分析・抽出できる。

モニタリング指標の目的を理解し、捕捉、検証できる。



	関連知識
	ロジカルシンキング、ロジックツリー、シナリオプランニング、製品・サービスのライフサイクル、ＰＰＭ、バリューチェーンモデル、３Ｃ、７Ｓ、ＳＷＯＴ分析、

ブレスト手法、ヒアリング手法、アンケート手法、問題点・課題の抽出手法


	コース名

研修コースの内容
	戦略立案メソドロジ基礎


	講座分類
	□入門講座　■基礎講座　□上級講座　□特別講座

	コースのねらい
	当コースでは、各種戦略立案のためのコンサルティングメソドロジに関する知識の修得を目的とする。

· 当コースは、経営環境分析・ドメイン分析の手法、業界内におけるポジショニング、競争力などに関するコンサルティングメソドロジと、分析結果の文書化について学習する。また、戦略の実現と実現のための活動に関する各種指標と目標値、及びその測定方法の設定について学習する。



	受講対象者
	事業戦略、ＩＳ戦略、ＩＴ企画等、戦略立案と評価ができることを目指す者

	研修方法
	講義およびｅラーニング

	研修期間
	前半：標準日数　２日（クラスルーム）、後半：標準時間　６時間（ｅラーニング　６時間×１日間）

	スキル修得目標
	業務環境調査・分析（経営環境）を実施し、分析結果と企業目標の関係を文書化（情報戦略指針）できる。

現行業務(AsIs)を調査・分析し、業界内における管理面と業務面を評価し、文書化できる。

計画の評価や達成度把握のための指標、目標値及びその測定方法を設定し、評価、検証できる。

	関連知識
	内部・外部環境の調査・分析手法、経営管理手法、企業競争力の分析手法、顧客満足度、顧客の購買行動モデル、セグメンテーション/ターゲティング/ポジショニング、ベストプラクティス、ベンチマーキング、業務分析手法、ビジネスモデル、ＣＳＦの把握、

ＫＰＩ・ＫＧＩの設定・把握方法・タイミング、リスクマネジメント


	コース名

研修コースの内容
	ＩＳ戦略メソドロジ基礎


	講座分類
	□入門講座　■基礎講座　□上級講座　□特別講座

	コースのねらい
	　当コースでは、ＩS戦略を立案・策定・展開・評価するためのメソドロジの修得を目的とする。

· 当コースは、情報システム(AsIs)の調査・分析、情報技術動向の調査・分析、情報システム基盤の将来像（ToBe）の策定、業務の新全体像（ToBe）と投資対象の選定、IS戦略の策定と承認および評価、各種原案の作成と精査、課題の抽出などに関する知識を学習する。

	受講対象者
	　ＩＳ戦略の立案・策定・評価ができることを目指す者



	研修方法
	講義、ワークショップ

	研修期間
	標準日数　５日（クラスルーム）

	スキル修得目標
	情報システム(AsIs)を調査・分析できる。

業務の新全体像（ToBe）と現情報システムのギャップを把握し、情報システムへの要件を明確にできる。

新全体像の中から情報システム対象を選定し、適正な情報システム投資対象を選定できる。

情報システム基盤の将来像（ToBe）を策定できる。

IS戦略を策定し、承認を得ることができる。またその推進体制を提案できる。

IS戦略遂行における課題を抽出し、全体を評価できる。



	関連知識
	情報システム調査・分析手法、情報システム評価手法、ＥＡ、データモデル、情報モデル、

ＩＴ動向調査手法、ビジネスモデルを想定した情報システムプランニング、ＣＳＦとなる要素技術の想定、

情報戦略指針の記述形式、


	コース名

研修コースの内容
	ＩＳ戦略メソドロジ上級


	講座分類
	□入門講座　□基礎講座　■上級講座　　□特別講座

	コースのねらい
	　当コースでは、ＩＳ戦略の立場から新ビジネスモデル策定に行う助言・提言の修得を目的とする。

· 当コースは、情報技術動向の調査・分析、ビジネスモデル策定への助言、ＩＳ資源における実現可能性の確認、課題・リスクの洗い出しなどの高度な知識を、講義とワークショップを通して実践的に学習する。



	受講対象者
	ＩＳ戦略の立案・策定・評価の経験を有し、事業戦略策定に対してＩＴ面からの助言・提言ができることを目指す者

	研修方法
	講義、ワークショップ

	研修期間
	標準日数　３日間　（クラスルーム）

	スキル修得目標
	ビジネスモデル策定に対して情報戦略と情報資源配分の面から、またITがビジネスに及ぼす影響を、適切に助言できる

自社及び外部の現状・動向を踏まえて、ITに関する様々な課題やリスクを体系的に整理し、新ビジネスモデルに則して、課題やリスクを洗い出すことができる

事業戦略の実現シナリオについてＩＳ資源における実現可能性を確認し、想定されるリスクと基本的な対応方針を提示できる



	関連知識
	ＥＡ、ＩＴ動向調査手法（将来）、ビジネスモデルを想定した情報システムプランニング、

ＩＴ進歩を想定した将来のビジネスモデルと情報システムのプランニング、ＣＳＦとなる要素技術の想定、


	コース名

研修コースの内容
	経営企画入門


	講座分類
	■入門講座　□基礎講座　□上級講座　□特別講座

	コースのねらい
	当コースでは、経営活動や経営指標に関する知識の修得を目的とする。

○　当コースは、経営活動の基本、経営資源の活用、組織論、経営計画、マネジメントサイクルなど経営一般の概論について学習する。また、財務諸表の構成、損益分岐点、管理会計の目的、施策立案や指標設定の着眼点などについて学習する。



	受講対象者
	　初めて事業戦略、ＩＳ戦略、ＩＴ戦略等、戦略立案に携わる者

	研修方法
	講義およびｅラーニング

	研修期間
	前半：標準日数　１日（クラスルーム）、後半：標準時間　６時間（ｅラーニング　６時間×１日間）

	スキル修得目標
	経営要求を正しく理解し、確認することができる。

現行業務(AsIs)を調査・分析し、業務上の課題を分析・抽出し、文書化できる。

全体計画の策定を理解できる。

事業戦略展開における活動・評価指標を設定できる。



	関連知識
	経営一般、ゴーイングコンサーン、マネジメントサイクル、経営資源配分、経営計画（長期、中期、年度）、計画・統制・管理、組織の機能と役割、

財務会計と管理会計、財務諸表、損益分岐点、ＡＢＣ会計、バランススコアカード、経営ダッシュボード


	コース名

研修コースの内容
	経営企画基礎


	講座分類
	□入門講座　■基礎講座　□上級講座　□特別講座

	コースのねらい
	　当コースでは、戦略策定・評価、企画活動全般の修得を目的とする。

○　当コースは、経営要求・経営環境の確認、対象ビジネスの理解、基本戦略の策定、全体計画の策定、年度計画の策定、推進体制の提案などについて学習する。

	受講対象者
	事業戦略、ＩＳ戦略、ＩＴ戦略等、戦略立案と評価ができることを目指す者

	研修方法
	講義、ワークショップ

	研修期間
	標準日数　５日間　（クラスルーム）

	スキル修得目標
	対象領域ビジネスのプロセスレベルで理解できる。

基本戦略を策定できる。

業務の新全体像（ToBe）について、業務機能と業務組織に関して最上位レベルでモデル化し、新全体像を描くことができる

全体計画の策定と推進体制の提案を実践することができる。

事業戦略達成度報告のフィードバックを実践することができる。



	関連知識
	企業のコンピテンシー、事業ドメイン、組織の成熟度モデル、顧客満足度/ロイヤルティ、競争戦略フレームワーク、ビジネスモデルの企画、ビジネスモデル策定のためのフレームワーク検討、仮説構築力、ベストプラクティス/ベンチマーキング、アライアンス、プロジェクトプログラムロードマップの策定、実行計画策定、目標設定、経営資源の配分


	コース名

研修コースの内容
	経営企画上級


	講座分類
	□入門講座　□基礎講座　■上級講座　□特別講座

	コースのねらい
	当コースでは、戦略策定・承認・評価と、そのマネジメントの修得を目的とする。

○　当コースは、経営要求・経営環境の確認、経営要求に基づく優先順位付けの選択基準の設定、基本戦略・全体計画の承認、戦略・全体計画策定プロジェクトのマネジメント、資源獲得の算段などについて、主にワークショップを通して学習する。

	受講対象者
	　事業戦略、ＩＳ戦略、ＩＴ戦略等、戦略立案と評価の経験を有し、その管理ができることを目指す者

	研修方法
	講義、ワークショップ

	研修期間
	標準日数　２日間　（クラスルーム）

	スキル修得目標
	基本戦略の策定を指導することができる。

全体計画を確定し承認を得ることができる。

全体計画の策定と評価を指導することができる。

課題・リスクの洗い出しができる。



	関連知識
	ビジネスモデルの企画、経営資源、ネゴシエーション




	コース名

研修コースの内容
	オペレーションズ・マネジメント概論


	講座分類
	□入門講座　□基礎講座　□上級講座　■特別講座

	コースのねらい
	　当コースでは、定量的分析手法を使った戦略レベルでのビジネスの課題解決、全社的な視点での最適な意思決定に関する知識の修得を目的とする。

○　当コースは、オペレーション・マネジメント各種手法と、定量的分析手法を使った課題解決について学習する。


	受講対象者
	　事業戦略、ＩＳ戦略、ＩＴ戦略等、戦略立案の知識を深めたい者

	研修方法
	　講義

	研修期間
	　標準日数 ２日　（クラスルーム）

	スキル修得目標
	PERT図などを用いてプロセスを図式化・一覧化し、現状把握や問題発見に役立てることができる。

BTOやセル生産方式など、効率的生産に関する理論を理解し、応用できる。

定量的分析手法に基づく生産の効率化、利益の最大化方法を分析、文書化できる。

最新の定量的分析手法について継続的に情報収集し、応用できる。



	関連知識
	工程分析・線形計画・作業分析などの分析手法、パレート図・管理図などの品質管理、最適解問題、
ＱＣ７つ道具、PERT、CPM、クロスオーバ分析、損益分岐分析、線形計画法、戦略情報システム、SCM、ERP
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